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“ちっごを元気に”する情報がたくさん

全身泥だらけになって、田んぼをそりで進む児童たち。6月22日に
中折地地区で「第20回下妻小学校ドロリンピック」がありました。
（内容は、14ページに掲載）
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市
で
は
、来
年
度
採
用
予
定
の「
市

職
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　「
九
州
新
幹
線
筑
後
船
小
屋
駅
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
子
育
て

支
援
の
充
実
」、「
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
」
な
ど
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

未
来
へ
の
種
ま
き
を
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　「
元
気
な
筑
後
市
づ
く
り
」
の
た

め
に
、
私
た
ち
と
共
に
取
り
組
む
人

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
１
次
試
験

【
と
き
】
９
月
18
日
（日）

【
と
こ
ろ
】
八
女
工
業
高
等
学
校

□
２
次
試
験

【
と
き
】
10
月
15
日
（土）
、
16
日
（日）

※
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

□
最
終
試
験

【
と
き
】
11
月
中
旬

※
２
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

□
採
用
予
定
日

　
来
年
４
月
１
日

□
申
込
み
・
問
合
せ

　
持
参
、
郵
送
ま
た
は
電
子
申
請
に

よ
り
試
験
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
市
長
公
室
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペー

ジ
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

書
き
、
写
真
を
貼は

っ
て
７
月
15
日
（金）

〜
８
月
17
日
（水）
の
午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
に
、
市
長
公
室
人
事
秘

書
係
（
〒
833
‐
８
６
０
１
〈
住
所
不

要
〉☎
53
４
１
１
１
内
線
１
４
３
）へ
。

※
「
筑
後
市
職
員
採
用
試
験
案
内
」

を
よ
く
読
み
、
申
込
方
法
や
受
験
資

格
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
17
日
（水）
必

着
、
電
子
申
請
は
８
月
17
日
（水）
午
後

５
時
15
分
ま
で
に
正
常
に
到
着
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。

電
子
申
請
で
の
申
込
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
市
職

員
採
用
情
報
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
「
電

子
申
請
」の
項
目
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、

申
請
書
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
従
っ
て
、

住
所
・
氏
名
・
性
別
な
ど
の
必
要
事

項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
送
信
が
成
功
す
る
と
、
電
子
申
請

シ
ス
テ
ム
か
ら
到
着
確
認
の
電
子

メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

職　種 募集人数 資　格

一般事務職Ⅰ 3人程度
昭和51年4月2日～平成2年4月1日に生まれた人で、大学（短
期大学、専門学校は除く）卒業または来年 3月末までに大学
卒業見込みの人か、大学卒業と同程度の学力を持っている人

一般事務職Ⅱ 1人程度

昭和61年4月2日～平成6年4月1日に生まれた人で、高等学
校卒業または来年 3月末までに高等学校卒業見込みの人か、
高等学校卒業と同程度の学力を持っている人
※大学（短期大学、専門学校は除く）卒業、または在学期間
が2年を超える人は受験できません。

※日本国籍を持っていない人も受験できます。ただし一定条件があります。

募集職種・人数・資格

求
む
！
筑
後
市
を
愛
し
、

　
市
民
と
と
も
に
前
進
す
る
職
員
！

▼

や
る
気
あ
ふ
れ
る
今
年
度
採
用
の
職
員
た
ち
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市
で
は
、
来
年
度
採
用
予
定
の
「
市
消

防
吏
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　「
安
全
・
安
心
な
筑
後
市
づ
く
り
」
の

た
め
に
、
私
た
ち
と
共
に
取
り
組
む
人
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
職
種
】
消
防
吏
員

【
募
集
人
数
】
１
人

【
資
格
】
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平
成
６

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学

校
卒
業
ま
た
は
来
年
３
月
末
ま
で
に
高
等

学
校
卒
業
見
込
み
の
人
か
、
高
等
学
校
卒

業
と
同
程
度
の
学
力
を
持
っ
て
い
る
人
。

ま
た
、
職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い
身
体
的

状
態
で
あ
る
人
。

※
日
本
国
籍
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

□
１
次
試
験

【
と
き
】
９
月
18
日
（日）

【
と
こ
ろ
】
▼
筆
記
試
験
＝
サ
ン
コ
ア
▼

体
力
検
査
＝
八
女
工
業
高
等
学
校
第
２
グ

ラ
ウ
ン
ド

□
２
次
試
験

【
と
き
】
10
月
15
日
（土）
、
16
日
（日）

※
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

□
採
用
予
定
日

　
来
年
４
月
１
日

□
申
込
み
・
問
合
せ

　
持
参
、
郵
送
ま
た
は
電
子
申
請
に
よ
り
試

験
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
き
、
写

真
を
貼
っ
て
７
月
15
日
（金）
〜
８
月
17
日
（水）
の

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
に
、
市
消
防
本
部
総
務

課
庶
務
係
（
〒
833
‐
８
６
０
１
〈
住
所
不
要
〉

☎
52
２
０
２
０
）
へ
。

※
電
子
申
請
で
の
申
込
方
法
は
、
市
職
員
と

同
様
で
す
。
職
種
を
確
認
し
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
17
日
（水）
必
着
。

職　種 募集人数 資　格

正規職員
（正看護師）

15人程度

昭和 41年 4月 2日以降に生まれた
人（45 歳以下）で、看護師の免許
を持っている人

臨時職員
（正・准看護師）

昭和 27年 4月 2日以降に生まれた
人（59 歳以下）で、看護師または
准看護師の免許を持っている人

※いずれも病棟勤務ができる人
※日本国籍を持っていない人も受験できます。ただし一定条件があります。

　
地
方
独
立
行
政
法
人
筑
後
市
立
病
院
で

は
、「
看
護
師
職
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　「
生
涯
研
修
」、「
生
涯
奉
仕
」
の
理
念
の

も
と
に
、
地
域
医
療
、
病
診
連
携
に
貢
献
す

る
筑
後
市
立
病
院
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
あ
な

た
の
能
力
を
生
か
し
ま
せ
ん
か
。
や
る
気
の

あ
る
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
採
用
試
験

【
と
き
】
８
月
27
日
（土）
午
後
２
時
〜

【
と
こ
ろ
】筑
後
市
立
病
院
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル【試
験
科
目
】
面
接

【
採
用
予
定
日
】
10
月
１
日
（土）

【
給
与
・
待
遇
】
当
院
規
定
に
よ
る
。
臨
時

職
員
の
勤
務
時
間
な
ど
は
、
面
接
時
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
み
・
問
合
せ

　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
と
、
履
歴
書

左
上
の
余
白
に
希
望
職
種
（
正
規
職
員
ま
た

は
臨
時
職
員
）
を
書
き
、
写
真
を
貼
っ
て
看

護
師
（
准
看
護
師
）
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
、
７
月
15
日
（金）
〜
８
月
15
日
（月）
の
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
に
、
同
病
院
総
務
課
人
事
・
厚

生
係
（
〒
833
‐
０
０
４
１
筑
後
市
大
字
和
泉

９
１
７
‐
１
☎
53
７
５
１
１
）
へ
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
8
月
15
日
（月）
必
着
。

市消防吏員募集

安全・安心の
筑後市づくりのために

医
療
の
充
実
に
あ
な
た
の
力
を

筑
後
市
立
病
院
・
看
護
師
職
員
募
集

募集職種・人数・資格
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そうだったのか !

国保ニュスー国保ニュスー

国民健康保険税の改定（資料1）
区分 平成 22年度 平成 23年度 内容

医療給付費

応能割
所得割 7.6% 7.6% 前年の所得に応じて算定※ 2

資産割 10.0% 10.0% 固定資産税額に応じて算定※ 3

応益割
均等割 21,000 円 21,000 円 １人あたりの税額

平等割 27,000 円 27,000 円 １世帯あたりの税額

限度額 500,000 円 510,000 円 年間上限額

後期高齢者 

支援金

応能割 所得割 2.2％ 2.2% 前年の所得に応じて算定※ 2

応益割
均等割 8,000 円 8,000 円 １人あたりの税額

平等割 6,000 円 6,000 円 １世帯あたりの税額

限度額 130,000 円 140,000 円 年間上限額

介護納付金 

※１

応能割 所得割 1.9% 1.9% 前年の所得に応じて算定※ 2

応益割
均等割 8,000 円 8,000 円 １人あたりの税額

平等割 7,000 円 7,000 円 １世帯あたりの税額

限度額 100,000 円 120,000円 年間上限額

※ 1　40～ 64歳の国保被保険者（介護保険 2号被保険者）がいる世帯に課税されます。 
※ 2　被保険者の総所得から基礎控除額（33万円）を差し引いた金額に対する税額 
※ 3　被保険者の固定資産税額（土地と家屋）に対する税額 

　
国
民
健
康
保
険（
以
下
、国
保
）は
、

自
営
業
の
人
や
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
人
、
退
職
し
た
人

な
ど
を
対
象
に
、
病
気
や
け
が
を
し

て
も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
お
金
（
国
保
税
）
を
出
し
合
い
、

市
町
村
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
（
保
険
給
付
費
）
は
、
国

保
税
と
国
・
県
か
ら
の
負
担
金
、
補

助
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
、
医
療
費

全
体
の
動
き
や
介
護
保
険
に
か
か
わ

る
費
用
を
見
な
が
ら
、
年
度
ご
と
に

税
率
な
ど
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

限
度
額
が
77
万
円
に
変
更

　
４
月
１
日
に
地
方
税
法
施
行
令
が

改
正
さ
れ
、
医
療
給
付
費
分
の
限
度

額
が
50
万
円
か
ら
51
万
円
に
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
の
限
度
額
が
13
万

円
か
ら
14
万
円
に
、
介
護
納
付
金
分

の
限
度
額
が
10
万
円
か
ら
12
万
円
に

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
国
保
税
の
最
高
額
が

73
万
円
か
ら
77
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
資
料

１
参
照
）

お知らせ 【問合せ】
市民課医療保険係（☎53-4111内線186）
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口
座
振
替
の
手
続
き
を
す
る
と
、

市
国
保
で
は
各
納
期
限
に
指
定
口
座

か
ら
国
保
税
を
振
り
替
え
ま
す
。

　
口
座
振
替
は
、
納
期
ご
と
に
金
融

機
関
な
ど
へ
出
向
く
必
要
が
な
く
、

納
め
忘
れ
も
な
い
の
で
安
心
で
す
。

一
度
手
続
き
す
る
と
毎
年
継
続
さ
れ

ま
す
の
で
、大
変
便
利
な
制
度
で
す
。

　
納
付
書
で
納
め
て
い
る
人
は
、
こ

の
機
会
に
口
座
振
替
に
変
更
し
ま
せ

ん
か
。

　
国
保
税
は
、
各
納
期
限
ま
で
に
完

納
し
て
い
な
い
場
合
、
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
税

し
た
人
と
、
そ
う
で
な
い
人
と
の
負

担
の
公
平
を
図
り
、
納
期
限
ま
で
に

納
め
る
こ
と
を
促
す
た
め
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
延
滞
金
は
、
各
期
の
納
期
限
の
翌

日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ

て
、
左
記
の
割
合
を
税
額
に
乗
じ
て

計
算
し
ま
す
。
納
期
限
内
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
延
滞
金
の
金
利
】

▼
納
期
限
の
翌
日
〜
１
カ
月
間
＝
年

４
・
３
㌫

▼
納
期
限
の
２
カ
月
目
以
降
＝
年

14
・
６
㌫

　
市
国
保
で
は
、
非
自
発
的
な
理
由

（
倒
産
や
解
雇
な
ど
）
に
よ
っ
て
職

を
失
っ
た
人
に
対
し
て
、
国
保
税
の

軽
減
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
人

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
失
業

（
離
職
）
し
た

②
失
業
（
離
職
）
時
点
で
65
歳
未
満

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職

コ
ー
ド
が
11
・
12
・
21
・
22
・
23
・

31
・
32
・
33
・
34
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る

【
軽
減
内
容
】
国
保
税
の
所
得
割
を

算
定
す
る
際
、
給
与
所
得
を
１
０
０

分
の
30
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど
の
所
得

区
分
判
定
も
同
様
の
割
合
で
算
定
し

ま
す
。

【
申
請
・
問
合
せ
】
国
保
被
保
険
者
証
、

印
か
ん
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

を
持
っ
て
、市
民
課
医
療
保
険
係
へ
。

　
65
〜
74
歳
の
世
帯
主
で
、
次
の
①

〜
③
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
場

合
、
国
保
税
は
原
則
と
し
て
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
と
な
り

ま
す
。

①
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る
こ
と
。

②
世
帯
内
の
国
保
の
被
保
険
者
が
、

全
員
65
〜
74
歳
で
あ
る
こ
と
。

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の

年
額
が
18
万
円
以
上
で
、
国
保
税
と

介
護
保
険
料
を
合
わ
せ
て
、
年
金
額

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
こ
と
。

※
65
〜
74
歳
の
世
帯
主
で
も
、
①
〜

③
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
は
、
今

ま
で
ど
お
り
納
付
書
や
口
座
振
替
で

国
保
税
を
納
め
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
平
成
23
年
２
月
に
特
別
徴
収
さ
れ

た
人（
今
年
75
歳
に
な
る
人
は
除
く
）

は
、
４
・
６
・
８
月
に
仮
徴
収
を
行
い

ま
す
。
そ
の
後
、
10
・
12
月
・
来
年

２
月
に
行
う
本
徴
収
で
、
平
成
23
年

度
分
の
年
税
額
に
な
る
よ
う
に
調
整

し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
特
別
徴
収
が

始
ま
る
世
帯
の
場
合

　
今
年
度
か
ら
特
別
徴
収
と
な
る
世

帯
の
人
は
、
７
・
８
・
９
月
は
今
ま
で

ど
お
り
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座

振
替
で
納
付
）
で
支
払
い
、
10
・
12

月
・
来
年
２
月
が
特
別
徴
収
と
な
り

ま
す
。

　
市
民
課
医
療
保
険
係
に
申
請
す
る

と
、
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
（
口

座
振
替
の
み
）
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

納
付
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
口
座

振
替
へ
の
変
更
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

▼
以
前
口
座
振
替
だ
っ
た
人
＝
印
か
ん

▼
以
前
納
付
書
払
い
だ
っ
た
人
＝
銀

行
な
ど
で
行
っ
た
口
座
振
替
依
頼
の

お
客
様
控
え
、
印
か
ん

国民健康保険からの次のページへ続く

支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
を

納
期
限
が
過
ぎ
る
と

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す

倒
産
や
解
雇
な
ど
で
職
を
失
っ
た

人
は
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

65
歳
以
上
の
人
の
国
保
税
は
、

原
則
と
し
て
特
別
徴
収
で
す

４
月
の
年
金
か
ら

仮
徴
収
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に

変
更
で
き
ま
す
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前
年
の
総
所
得
金
額
が
一
定
額
を

超
え
な
い
世
帯
は
、
国
保
税
の
均
等

割
額
と
平
等
割
額
が
、
定
め
ら
れ
た

割
合
（
７
・
５
・
２
割
）
で
軽
減
さ
れ

ま
す
。（
資
料
２
参
照
）

　
た
だ
し
、
所
得
の
申
告
が
な
く
、

世
帯
の
所
得
状
況
が
不
明
な
場
合
は

軽
減
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

【
７
割
軽
減
】
世
帯
主
（
擬
制
世
帯

主
を
含
む
）
と
、
そ
の
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
や
特
定
同
一
世
帯
所
属

者
（
※
注
１
）
の
前
年
の
所
得
金
額

が
33
万
円
以
下
の
世
帯

【
５
割
軽
減
】
前
述
の
所
得
金
額
が

33
万
円
を
超
え
、
世
帯
主
を
除
く

被
保
険
者
１
人
に
つ
き
24
万
５
，

０
０
０
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超
え

な
い
世
帯

【
２
割
軽
減
】
前
述
の
所
得
金
額
が

33
万
円
を
超
え
、
被
保
険
者
１
人
に

つ
き
35
万
円
を
加
算
し
た
金
額
を
超

え
な
い
世
帯

※
注
１
…
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
と

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行
し
た

国
保
被
保
険
者
で
、
移
行
後
も
世
帯

主
に
変
更
が
な
く
今
ま
で
と
同
じ
世

帯
に
属
し
て
い
て
、
５
年
が
経
過
す

る
ま
で
の
人
で
す
。

※
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
が
世
帯
主

と
同
時
に
転
出
入
す
る
場
合
は
、
同

様
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
連
絡

票
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
市
民
課
医

療
保
険
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

は
、
軽
減
判
定
す
る
際
に
、
さ
ら
に

15
万
円
ま
で
控
除
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
人

は
、
申
請
に
よ
り
国
保
税
や
医
療
費

の
一
部
負
担
金
な
ど
が
、
減
免
や
徴

収
猶
予
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　
天
災
な
ど
に
よ
っ
て
住
宅
や
家
財

に
損
害
が
生
じ
た
り
、
病
気
や
け
が

な
ど
に
よ
っ
て
所
得
が
激
減
し
た
り

し
て
、
資
産
や
能
力
を
活
用
し
て
も

国
保
税
の
納
付
が
困
難
と
な
り
、
一

定
の
基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
課
税

額
の
一
部
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
く
わ

し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
や
特
別
な
事
情
に
よ
っ
て
収

入
が
著
し
く
減
少
し
、
生
活
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
世
帯
で
、
医
療
費
の

支
払
い
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に

よ
っ
て
医
療
費
の
一
部
負
担
金
が
減

免
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
は
、
医
療
費
な
ど
の
歳
出
を

国
保
税
な
ど
の
歳
入
で
ま
か
な
い
、

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
度
は
、
医
療
費
が
前

年
度
よ
り
も
増
大
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
国
保
税
の
引
き

上
げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
だ
け
病
気
や

け
が
を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
、
医

療
費
の
伸
び
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
市
民
課
医
療
保
険
係
（
☎

53
４
１
１
１
内
線
１
８
６
）

軽減措置の総所得金額基準（資料2）

人数
基準所得（単位：円）

２割軽減 ５割軽減 ７割軽減

1人  68 万 ―

33万

2人 103万 57.5 万

3人 138万 82万

4人 173万 106.5 万

5人 208万 131万

国民健康保険からのお知らせ

所
得
に
応
じ
て
国
保
税
の

軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

医
療
費
の
一
部
負
担
金
が

減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

所
得
が
激
減
し
た
場
合
な
ど
は

減
免
措
置
が
あ
り
ま
す

一
人
ひ
と
り
が

生
活
習
慣
の
改
善
を

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
は

国
保
税
や
医
療
費
が
減
免
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

健
康
の
た
め
に

●
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や

運
動
の
習
慣
化
、
適
度
な
休
養

な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
特
定
健
診
な
ど
の
各
種
検
診

を
積
極
的
に
受
け
、
健
康
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
不
調
を
感
じ
た
ら
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
早
め
に
相
談

し
、
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

前ページから
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事業所名
（住所）

特別養護
老人ホーム
芳樹園
（鶴田）

介護老人
保健施設
のぞみ船小屋
（志）

デイサービス
ぶどうの樹、
グループホーム
ぶどうの樹

（久富）

グループ
ホーム
こすも
（高江）

グループ
ホーム
さざん家
（熊野）

特別養護老人ホーム
桜の丘、
小規模多機能
さくらそう

（西牟田）

事業所種別 介護老人
福祉施設

介護老人
保健施設

認知症対応型通所
介護、認知症対応
型共同生活介護

認知症対応
型共同生活
介護

認知症対応
型共同生活
介護

介護老人福祉施設、
小規模多機能型居宅
介護事業所

電話番号 ☎52-7145 ☎ 54-2300 ☎ 42-1600 ☎ 51-1755 ☎42-2328 ☎ 53-7747

募集人数 ２人 ２人 各１人（計２人） １人 ２人 各１人（計２人）

　市では、介護事業所で働きながら「ホームヘルパー
２級」資格の取得をめざす人を募集します。
　これは、介護分野での雇用の創出と介護人材の育成・
確保を図るため、国の緊急雇用創出事業の一環として
市が介護事業者に委託して行うものです。
　同事業では、介護事業所が離職失業者などを新規雇
用し、雇用された人がそこで働きながら資格養成機関
の講座を受講し、資格取得をめざします。
　この事業で雇用された人は、養成機関での受講費用
の負担はありません。また、施設などで実際に働いて
いる時間だけでなく、養成機関で受講している時間も
賃金支給の対象となります。
　介護にやる気のある人の応募をお待ちしています。

【資格】現在失業中であることが確認でき、働きな
がらホームヘルパー２級の資格取得をめざす人。ま
た資格取得後、継続して介護業務に従事する意思が
ある人
※このほか、事業所規定があります。
【勤務条件】各事業所によって異なります。くわし
くは問い合わせてください。
【選考】事業所での面接などにより決定されます。
※採用者が決定次第、募集を終了します。
【雇用期間】採用日～来年３月 31 日
※採用日は、介護事業所との協議によります。
【申込み・問合せ】直接事業所へ連絡するか、ハロー
ワーク八女（☎ 0943-23-6188）へ。

　
市
地
産
地
消
推
進
協
議
会
や
Ｊ

Ａ
ふ
く
お
か
八
女
茶
業
部
会
筑
後

支
部
で
は
、
婚
姻
届
を
提
出
す
る

夫
婦
に
、
急
須
と
新
茶
の
セ
ッ
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
市
の
特
産

品
で
あ
る
お
茶
を
急
須
で
淹い

れ
て

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
行
う
も
の

で
す
。

　
結
婚
を
予
定
し
て
い
る
皆
さ
ん

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
愛
す
る

人
と
と
も
に
、
お
い
し
い
筑
後
市

産
の
新
茶
（
八
女
茶
）
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
市
民
課
窓
口
で
婚
姻
届

を
提
出
し
、
今
後
も
市
内
に
住
む

予
定
の
夫
婦

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
内
容
】
市
民
課
窓

口
に
婚
姻
届
を
提
出
し
た
際
に
、

急
須
と
筑
後
市
産
の
新
茶
１
０
０

㌘
を
先
着
１
５
０
組
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
農
政
課
農
政
係
（
☎

53
４
１
１
１
内
線
３
４
２
）

働きながらホームヘルパー２級の
資格を取りませんか

委託事業所一覧・雇用人数

新
婚
夫
婦
に
急
須
と

　

新
茶
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

お
い
し
い
お
茶
で

ほ
っ
と
一
息



　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
火
災
か
ら
大
切
な
家
族
と

財
産
を
守
る
た
め
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

　

　
火
災
警
報
器
は
、
火
災
で

発
生
す
る
煙
や
熱
を
感
知
し
、

警
報
音
を
発
し
て
火
災
の
発

生
を
知
ら
せ
る
機
器
で
す
。
煙

を
感
知
し
て
警
報
音
を
鳴
ら
す

「
煙
式
」
と
、
熱
を
感
知
し

て
警
報
音
を
鳴
ら
す
「
熱
式
」

が
あ
り
ま
す
。

　
火
災
警
報
器
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所
は
寝
室

で
す
。
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場

合
、
階
段
天
井
部
分
に
も
設

置
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
就
寝

時
間
帯
の
火
災
で
死
亡
す
る
例
が
、

日
中
に
比
べ
て
多
い
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
台
所
に
設
置
す
る
場
合
は

熱
感
知
器
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電
器
店
な
ど
で

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
購
入
の
際
に
は
、
法
令
に
適
合
し

た
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
「
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
」
が
付
い
た
製
品
を
選
び
ま

し
ょ
う
。

※
火
災
警
報
器
や
消
火
器
な
ど
の
販

売
で
、
市
消
防
本
部
の
職
員
が
各
世

帯
を
訪
問
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。
職
員
を
語
る
悪
質
な
訪

問
販
売
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
市
消
防
本
部
予
防
課
指

導
係(

☎
52
２
０
２
０
）

ど
こ
で
手
に
入
る
の
？

ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

火
災
警
報
器
っ
て
何
？
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夏
の
本
格
的
な
暑
さ
が
や
っ
て
く

る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
熱
中
症
が

増
え
て
く
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
の
同
じ
時
期
に
比
べ
、
今
年

は
全
国
的
に
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ

れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。近
年
で
は
、

屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
熱
中
症
を

発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
特
に
、
体
温
調
節
機
能
が
低
下
し

て
い
る
高
齢
者
や
、
同
機
能
が
未
発

達
な
乳
幼
児
は
、
熱
中
症
を
発
症
す

る
危
険
性
が
高
く
、
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
症
状
は
様
々
で
、
症
状

が
重
く
な
る
と
生
命
へ
の
危
険
が
及

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
予
防
を
心
が
け
、
適
切
な
応
急

手
当
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
暑
い
中
で
の
活
動
だ
け
で
な
く
、

梅
雨
の
合
間
に
突
然
気
温
が
上
昇
し

た
時
や
、
梅
雨
明
け
の
蒸
し
暑
い
時

な
ど
、
身
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
場
合
に
も
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

【
環
境
要
因
】
気
温
が
高
い
、
湿
度

が
高
い
、
日
差
し
が
強
い
、
風
が
弱
い

【
身
体
的
要
因
】
激
し
い
運
動
で
の
熱

の
発
生
、
暑
い
環
境
に
適
応
で
き
て

い
な
い
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い

◆
高
温
多
湿
や
直
射
日
光
を
避
け
る

◆
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
行
う

◆
暑
さ
に
体
を
慣
ら
し
て
い
く

◆
ス
ポ
ー
ツ
時
は
運
動
と
休
憩
の
め

り
は
り
を
つ
け
る

◆
少
し
で
も
体
調
に
異
変
を
感
じ
た
ら

無
理
を
し
な
い

◆
炎
天
下
の
車
内
に
子
ど
も
だ
け
を
残

さ
な
い

◆
め
ま
い、
失
神
、
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔お
う

吐と

、

倦け
ん
た
い怠
感
、
虚
脱
感
な
ど
が
あ
る

◆
大
量
に
汗
を
か
い
て
い
る

◆
暑
い
の
に
汗
を
か
い
て
い
な
い
、
皮
膚

が
乾
燥
し
て
い
る

◆
体
温
が
高
い
（
40
度
以
上
）

◆
体
温
が
上
り
、
呼
吸
や
脈
拍
が
速
い

◆
腹
や
脚
の
筋
肉
が
痙け

い
れ
ん攣
し
て
い
る

◆
排
尿
回
数
が
減
り
、
尿
の
色
が
濃
い

◆
意
識
状
態
が
いつ
も
と
違
う
、
も
う
ろ

う
と
し
て
い
る

◆
風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
冷
房
の
効
い

て
い
る
場
所
に
移
動
す
る

◆
衣
服
を
ゆ
る
め
て
体
を
楽
に
す
る

◆
冷
水
で
冷
や
し
た
タ
オ
ル
を
脇
の
下
や

足
の
付
け
根
に
お
き
、
体
を
冷
や
す

◆
自
分
で
飲
め
る
よ
う
な
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
や
薄
い
食
塩
水
（
５
０
０
㍉
㍑

に
１
㌘
の
割
合
）を
飲
ま
せ
る
。
た
だ
し
、

意
識
障
害
な
ど
が
あ
り
、
自
力
で
飲
め

な
い
場
合
に
は
、
無
理
に
水
分
補
給
は

し
な
い

※
意
識
状
態
が
いつ
も
と
違
う
場
合
や
、

応
急
手
当
を
し
て
も
症
状
が
改
善
し
な

い
場
合
は
、
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を
し

て
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

▲ＮＳマーク

住
宅
用

火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
ま
す
か

ど
ん
な
時
に
発
生
す
る
の
か

ま
ず
は
応
急
手
当
て
を

こ
ん
な
時
は
要
注
意

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

【
問
合
せ
】
市
消
防
本
部
警
防
課

救
急
救
助
係
（
☎
52
２
０
２
０
）



　
６
月
市
議
会
（
定
例
会
）
が
、

６
月
10
〜
27
日
に
開
か
れ
「
平

成
23
年
度
筑
後
市
一
般
会
計
補

正
予
算
」
な
ど
４
議
案
そ
の
他

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
虐
待
を
防
止
し
よ
う

と
、
11
月
に
開
催
を
予
定
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
経
費
と
し
て
、

５
１
２
万
円
を
計
上
。
こ
れ

は
、
県
の
安
心
こ
ど
も
基
金
事

業
を
活
用
し
て
行
う
も
の
で
、

全
額
補
助
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の

経
費
な
ど
、
合
わ
せ
て
約
１
，

４
４
２
万
円
を
増
額
す
る
補
正

予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会

計
予
算
の
総
額
は
、
約
１
５
８
億
９
，

７
９
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
月
15
日
に
、
東
京
都
で
開
か
れ

た
「
第
87
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
」
で
、
前
市
議
会
議
員
３
人

が
永
年
勤
続
議
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
６
月
21
日

の
本
議
会
で
受
賞
伝
達
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
の
は
、
村
上
知
巳
さ
ん

（
議
員
職
20
年
以
上
）、
永
田
昌
已
さ

ん
（
同
）、
島
啓
三
さ
ん
（
正
副
議

長
職
４
年
以
上
）
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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約
１
，
４
４
２
万
円
を

増
額

３
人
が
永
年
勤
続
議
員

表
彰
を
受
賞

▲左から島さん、村上さん、永田さん

一般会計補正
予算案などを可決

6月市議会（定例会）

【問合せ】かんきょう課かんきょう係（☎53-4120）
▲ EM用容器

　
市
で
は
、
Ｅ
Ｍ
用
容
器
で
生
ご

み
を
堆
肥
化
す
る
た
め
に
使
用
す
る

「
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
」
を
無
料
配
布
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
生
ご
み
を
家
庭
で
堆
肥

化
す
る
こ
と
で
、
ご
み
減
量
を
推
進

し
よ
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
昨
年

度
は
２
，
２
１
６
袋
を
配
布
し
ま
し

た
。

　
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
に
は
、複
数
の
微
生
物

（
Ｅ
Ｍ
菌
）
が
働
く
こ
と
で
生
ご
み

を
発
酵
さ
せ
る
力
が
あ
り
、
Ｅ
Ｍ
用

容
器
で
生
ご
み
を
自
家
処
理
す
る
た

め
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

受
け
取
っ
た
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
、
Ｅ
Ｍ

用
容
器
で
は
な
く
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
で

利
用
し
た
り
、
肥
料
と
し
て
そ
の
ま

ま
畑
に
撒ま

い
た
り
す
る
な
ど
、
本
来

の
目
的
に
沿
わ
な
い
利
用
を
し
て
い

る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
配
布
で
き
る
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
の
量
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
10
月
か

ら
「
Ｅ
Ｍ
用
容
器
で
自
家
処
理
す
る

人
」
を
対
象
と
し
て
配
布
し
ま
す
。

　
な
お
、
Ｅ
Ｍ
用
容
器
・
コ
ン
ポ
ス
ト

容
器
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど

の
処
理
容
器
や
、
発
酵
促
進
剤
、
害

虫
駆
除
剤
な
ど
の
補
助
薬
剤
の
購
入

費
用
を
助
成
す
る
「
生
ご
み
処
理
容

器
等
購
入
助
成
事
業
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
か
ん
き
ょ
う
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
助
成
を
受
け
る
際
の
申
請
に
は
、

印
か
ん
が
必
要
で
す
。

ＥＭボカシは
正しく使いましょう

7月24日（日）12:00で
アナログ放送は終了します
　地デジ化への準備は済んでいますか。
　総務省では、地デジについての相談・問合
せを受け付けています。

【問合せ】総務省地デジコールセンター
（☎0570 ｰ 07ｰ 0101、受付時間は平日9:00
～21:00、土・日曜日・祝日9:00～18:00）



　
介
護
保
険
は
、
公
費
（
国
・
県
・
市
の
負

担
）
と
40
歳
以
上
の
人
が
納
め
る
保
険
料
を

財
源
と
し
て
、
社
会
全
体
で
制
度
を
支
え
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
安
心
し
て

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
保
険
料
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
40
〜
64
歳
の
人（
第
２
号
被
保
険
者
）の
場
合

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料
を
納

め
る
と
き
に
、
介
護
保
険
料
分
も
納
め
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
算
定
の
方
法
は
、
医
療
保
険
者
に
よ
っ
て

違
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
者
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）の
場
合

　
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
の
分
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か
ら
、
介
護
保
険
料
は
医
療
保
険
と
は
別
に
、

直
接
市
に
納
め
る
仕
組
み
に
変
わ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
７
月
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
、

介
護
保
険
料
は
６
月
分
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

※
誕
生
日
の
前
日
に
そ
の
年
齢
に
達
す
る
と

い
う
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
保
険
料
の
額
は
、
本
人
の
前
年
の
所
得
や

収
入
、
世
帯
の
課
税
状
況
を
も
と
に
算
定
さ

れ
ま
す
。（
表
２
）

●
特
別
徴
収

　
年
金
が
支
払
わ
れ
る
際
、
介
護
保
険
料
が

天
引
き
さ
れ
て
市
に
納
付
す
る
方
法
で
す（
介

護
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
こ
の
方
法
に
よ

る
納
付
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
）。

　
こ
の
納
付
方
法
は
年
間
の
年
金
額
が
18
万

円
以
上
の
人
が
対
象
で
す
が
、
次
の
場
合
、

年
金
か
ら
天
引
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
納
付

書
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

所得段階 対象者 算出方法（月額） 年間保険料

第１段階 　生活保護を受けている人、または世帯全員が市民税非課税で
　老齢福祉年金を受けている人 　基準額×0.5（1,800円） 21,600円

第２段階 　世帯全員が市民税非課税で、
　課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の人 　基準額×0.5（1,800円） 21,600円

第３段階 　世帯全員が市民税非課税で、第2段階以外の人 　基準額×0.6（2,160円） 25,920円

第４段階 　本人は市民税非課税だが、世帯の中に市民税課税者がいる人 　基準額×1.0（3,600円） 43,200円

第５段階 　本人が市民税課税者で、合計所得金額が200万円未満の人 　基準額×1.25（4,500円） 54,000円

第６段階 　本人が市民税課税者で、
　合計所得金額が200万円以上400万円未満の人 　基準額×1.5（5,400円） 64,800円

第７段階 　本人が市民税課税者で、合計所得金額が400万円以上の人 　基準額×1.6（5,760円） 69,120円

保
険
料
の
決
め
方
と
納
め
方

介
護
保
険
制
度

み
ん
な
で
支
え
あ
う

【
問
合
せ
】
介
護
保
険
課
介
護
保
険
係
（
☎
53
４
１
１
５
）

（表2）65歳以上の人の介護保険料算出方法（基準額は3,600円）

国
25％

県
12.5％

市
12.5％

65歳以上
の人の保険料 
20%

40～64歳
の人の保険料
30%

（表1）介護保険料の財源内訳



①
年
度
の
途
中
で
、
65
歳
に
な
っ
た
と
き

②
年
度
の
途
中
で
、
他
の
市
町
村
か
ら
筑
後

市
に
転
入
し
た
と
き

③
年
度
の
途
中
で
、
保
険
料
の
額
が
変
更
に

な
っ
た
と
き

※
そ
の
他
特
別
な
事
情
で
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
普
通
徴
収

　

納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
す
る
方
法
で
す

（
年
間
の
年
金
額
が
18
万
円
未
満
の
人
が
対

象
）。

　
年
４
回
の
納
期
（
７
月
末
、
10
月
末
、
12

月
25
日
、
翌
年
２
月
末
）
ま
で
に
納
付
書
や

口
座
振
替
で
納
め
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

※
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
①
介
護
保
険
料

の
納
付
書
②
預
（
貯
）
金
通
帳
③
通
帳
の
届

け
出
印
を
持
っ
て
、
市
指
定
の
金
融
機
関
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
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滞納期間 制限内容

１年以上
　介護サービスを利用した時、一旦利用料の全額を自己負担し、
後で９割相当分を市から払い戻しを受ける「償還払い」に支払
方法が変わります。

1年 6カ月以上

　介護サービスを利用した時、一旦利用料の全額を自己負担し
ますが、申請後も９割相当分の一部または全部が一時支払われ
なくなります
　また差し止められている保険給付から、滞納分の保険料を控
除することがあります。

2年以上
　介護サービスを利用した時の、自己負担分が１割から３割に
引き上げられたり、高額介護サービス費の支給などが受けられ
なくなったりすることがあります。

　
市
で
は
65
歳
以
上
の
人
へ
、
今
年
度
の
介

護
保
険
料
額
と
納
期
ご
と
に
納
付
す
べ
き
保

険
料
額
を
記
載
し
た
通
知
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
23
年
度
普
通
徴
収
（
第
１
期
）
の
介

護
保
険
料
納
期
限
は
、
８
月
１
日
（月）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
普
通
徴
収
の
人
に
は
、
納
付
書
を
同
封
し

て
い
ま
す
が
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て

い
る
人
に
は
、
納
付
書
は
送
付
し
て
い
ま
せ

ん
。
通
知
書
で
納
期
ご
と
の
保
険
料
額
を
確

認
し
、
振
替
口
座
が
残
高
不
足
に
な
ら
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
別
徴
収
の
人
は
、
４
・
６
・
８
月
の
仮
徴

収
期
間
と
10
月
以
降
の
本
徴
収
期
間
で
は
、

保
険
料
額
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
手
元
に
届
い
た
通
知
や
同
封
文
書
を
よ

く
読
ん
で
、
各
期
別
の
介
護
保
険
料
額
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

　
い
ざ
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
に
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

と
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て
制
限
が
か
か
り
ま

す
（
表
３
）。

　
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

介
護
認
定
の
申
請
条
件
は

◆
65
歳
以
上
の
人
の
場
合

　
病
気
や
け
が
な
ど
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
原
因
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
認
定
の
申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
要
介
護
ま
た
は
要
支
援
と
認

定
さ
れ
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
に
は
、
費

用
の
１
割
を
自
己
負
担
と
し
て
支
払
い
ま

す
。

◆
40
〜
64
歳
の
人
の
場
合

　
介
護
認
定
の
申
請
が
で
き
る
の
は
、
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
て
、
介
護
保
険
法
で
定

め
ら
れ
た
「
特
定
疾
病
（
※
１
）」
に
該
当

す
る
人
で
す
。
事
故
や
他
の
病
気
が
原
因
で

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
介
護
保
険

の
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
時
の
自
己
負
担
割

合
は
、
第
１
号
被
保
険
者
と
同
じ
く
、
費
用

の
１
割
で
す
。

※
１
…
対
象
と
な
る
特
定
疾
病
に
は
「
初
老

期
の
認
知
症
」「
脳
血
管
疾
患
」
な
ど
16
の

疾
病
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

介護保険料の
決定通知書を
発送しています

（表３）滞納期間と制限内容

65歳被保険者証交付式に
参加しましょう
　市では、毎月、その月に65歳の誕生

日を迎える人を対象に、介護保険被保険

者証の交付式を行っています。

　式では、介護保険や年金に関すること、

毎日を健康に過ごすための食事や運動に

ついて、保健師や栄養士などが説明します。

　通知が届いたら、ぜひ参加してください。



〔
と
き
〕
７
月
30
日
（土）
午
前
10
時
〜

〔
と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
２
階
第
６
講
習

室

〔
内
容
〕
荒
木
フ
サ
エ
さ
ん
（
県
地

球
温
暖
化
防
止
推
進
員
）
に
よ
る
、

省
エ
ネ
と
節
電
の
学
習
会

※
「
ふ
く
お
か
省
エ
ネ
・
節
電
県
民

運
動
」の
参
加
受
付
も
行
い
ま
す
。（
同

日
午
後
２
時
か
ら
の
講
習
会
で
も
）

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
定
員
〕
80
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
７
月
25
日
（月）
ま

で
に
市
か
ん
き
ょ
う
課
（
☎
53
４
１

２
０
）
へ
。

〔
と
き
〕
７
月
30
日
（土）
午
後
２
時
〜

〔
と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
３
階
視
聴
覚
室

〔
内
容
〕「
地
球
と
財
布
に
や
さ
し
い
」

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、「
環
境
に

や
さ
し
い
」
運
転
術
を
学
び
ま
す
。

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
定
員
〕
80
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
７
月
25
日
（月）
ま

で
に
市
か
ん
き
ょ
う
課
（
☎
53
４
１

２
０
）
へ
。

〔
と
き
〕
９
月
６
日
（火）
〜
10
月
11
日

（火）
の
毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜
11

時
半
（
全
６
回
）

〔
と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
２
階
談
話
室

〔
対
象
〕
子
育
て
中
の
保
護
者

〔
内
容
〕
読
み
聞
か
せ
を
取
り
入
れ

た
子
育
て
の
講
習
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
・
読
み
聞
か
せ
実
習
な
ど
。

〔
参
加
費
〕
１
，
２
０
０
円

〔
定
員
〕
20
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
）

〔
託
児
〕
あ
り
（
無
料
）

〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
８
月
19
日
（金）
ま

で
に
中
央
公
民
館
（
☎
53
２
１
７
８
）

へ
。

　

保
護
司
と
は
、
犯
罪
を
行
っ
た
人

の
改
善
更
生
の
援
助
や
犯
罪
予
防
の

啓
発
な
ど
を
行
う
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
国
家
公
務
員

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
で
す
。

（市内の所在地は、大字で表記しています）
8月前半の在宅医
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〔
募
集
人
数
〕
４
人

〔
条
件
〕
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
市
内
に
住
む
63
歳
以
下
の
人

②
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立

ち
直
り
を
支
え
た
い
と
思
う
人

〔
問
合
せ
〕同
会
・
北
島（
☎
52
７
０
９

２
）

　　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
今

年
で
61
回
を
迎
え
、「
更
生
保
護
の

日
」
の
７
月
１
日
か
ら
１
カ
月
間
を

強
化
月
間
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
青
少
年
弁
論
大
会
を
開
き
ま

す
。

〔
と
き
〕
７
月
30
日
（土）
午
後
１
時
〜

〔
と
こ
ろ
〕
ま
い
ピ
ア
高
田
（
み
や
ま

市
高
田
町
）

〔
内
容
〕
筑
後
地
区
の
中
・
高
校
生

に
よ
る
弁
論
大
会

〔
入
場
料
〕
無
料

〔
問
合
せ
〕
地
域
支
援
課
地
域
づ
く

り
支
援
係（
☎
53
４
１
１
１
内
線
１
５

１
）

〔
と
き
〕
７
月
23
日
（土）
・
24
日
（日）
午
前

９
時
〜
午
後
６
時

〔
と
こ
ろ
〕
Ｊ
Ａ
全
農
ふ
く
れ
ん
い

　クレジットやローンなどの返済に、
困りごとはありませんか？弁護士会
の推薦を受けた弁護士と、有資格者
のアドバイザーが、カウンセラーと
して相談に応じます。安心して相談
してください。
〔電話番号〕☎０９２-７３９-８１０４
（（財）日本クレジットカウンセリング
協会福岡センター）
〔受付時間〕月～金曜日10:00 ～
12:40、14:00 ～ 16:40（12 月 28
日～1月4日、祝日を除く）

日曜祝日在宅医（9:00～17:00）
7日＝小林レディースクリニック（水
田）☎53-0012▶川上小児科医院
（徳久）☎54-0630
14、15日＝筑後市立病院（和泉）
☎53-7511
広域眼科在宅医（9:00～17:00）
7日＝実吉眼科医院（久留米市天神
町）☎34-5828
14日＝杉田眼科医院（久留米市国
分町）☎22-2020
歯科在宅診療（10:00～16:00)
7日＝ふじわら歯科医院（庄島）
☎52-4067
13日＝本田歯科医院（新溝）☎53-
3431
14日＝江﨑内科歯科医院(八女市
新庄）☎0943-22-5809
15日＝山崎歯科医院（八女市本町）
☎0943-24-3961
広域耳鼻咽喉科在宅医（9:00～17:00）
7日＝まなこ耳鼻咽喉科クリニック
（みやき町）☎89-1733
14日＝ひらき医院（みやま市瀬高
町）☎0944-62-3405
夜間小児救急診療（19:00～22:00）
月・水・金曜日＝公立八女総合病院（八
女市高塚）☎ 0943-23-4131
火・木曜日＝筑後市立病院☎ 53-
7511

わ
く
わ
く
子
育
て
教
室

読
み
聞
か
せ
コ
ー
ス中

央
公
民
館

保
護
司

市
保
護
司
会

▼
▼
募　

集
▲
▲

第
61
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

筑
後
地
区
青
少
年
弁
論
大
会

筑
後
地
区
保
護
司
会

ふ
く
お
か
花
ご
ざ
祭
り

県
花か

え
ん莚

協
同
組
合

夏
の
省
エ
ネ
・
節
電
学
習
会

県
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員
地
域
連
絡
会

エ
コ
運
転
術
（
座
学
）
講
習
会

環
境
自
治
体
を
め
ざ
す
「
ち
っ
ご
委
員
会
」

多重債務ほっとライン
1人で悩まず電話してください
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業
セ
ン
タ
ー
（
大
木
町
）

〔
内
容
〕
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
事
業

の
商
品
の
公
開
、
花
ご
ざ
イ
ン
テ
リ

ア
商
品
の
展
示
・
即
売

〔
問
合
せ
〕
同
組
合(

☎
０
９
４
４
32

１
０
１
０
）

〔
と
き
〕
８
月
21
日
（日）
午
前
９
時
半

〜
午
後
５
時　
　
　
　

〔
と
こ
ろ
〕
パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
）

〔
対
象
〕
県
内
に
住
む
就
学
前
児
童
、

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生

〔
内
容
〕
県
知
事
杯
争
奪
戦
、
初
心

者
対
象
の
囲
碁
教
室
な
ど

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
７
月
27
日
（水）
ま

で
に
同
大
会
実
行
委
員
会（
☎
０
９

２
・
６
４
３
・
６
０
０
１
）へ
。

〔
と
き
〕
８
月
17
日
（水）
〜
26
日
（金）
の

う
ち
、
20
日
（土）
を
除
く
９
日
間

〔
と
こ
ろ
〕
文
化
財
整
理
室
、
市
郷

土
資
料
館
な
ど

〔
内
容
〕
文
化
財
の
見
学
、資
料
展
示
、

考
古
資
料
の
整
理
な
ど
を
学
ぶ

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
定
員
〕
若
干
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん
）

〔
申
込
み
・
問
合
せ
〕
７
月
29
日
（金）

ま
で
に
同
課
社
会
教
育
係
（
☎
53

４
１
１
１
内
線
４
３
３
）
へ
。

□
大
牟
田
会
場

〔
と
き
〕
９
月
20
日
（火）
・
21
日
（水）

〔
と
こ
ろ
〕
大
牟
田
市
労
働
福
祉
会
館

（
大
牟
田
市
笹
林
町
）　

〔
申
込
み
〕
市
消
防
本
部
に
あ
る
受

講
申
込
書
を
書
き
、
９
月
13
日
（火）
ま

で
に
大
牟
田
市
消
防
本
部
（
大
牟
田

市
浄
真
町
）
に
直
接
持
参
す
る
か
、

９
月
７
日
（水）
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

同
協
会(
〒
８１２
‐
０
０
３
４
福
岡
市

博
多
区
下
呉
服
町
１
‐
15
）
へ
郵
送
。

□
久
留
米
会
場

〔
と
き
〕
９
月
27
日
（火）
〜
29
日
（木）

〔
と
こ
ろ
〕
久
留
米
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
久
留
米
市
東
合
川
）

〔
申
込
み
〕
市
消
防
本
部
に
あ
る
受

講
申
込
書
を
書
き
、
９
月
15
日
（木）
ま

で
に
久
留
米
市
消
防
本
部
（
久
留
米

市
東
櫛
原
町
）
に
直
接
持
参
す
る
か
、

９
月
８
日
（木）
ま
で
（
消
印
有
効
）
に

同
協
会
へ
郵
送
。

□
受
講
料

　

４
，
７
０
０
円
（
県
領
収
証
紙
代

と
し
て
）

□
問
合
せ

　

市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係
（
☎

52
２
０
２
０
）

〔
と
き
〕
８
月
24
日
（水）
〜
11
月
16
日

（水）
の
う
ち
30
日
間
、
午
後
１
時
〜
３

時〔と
こ
ろ
〕
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
（
久

留
米
市
諏
訪
野
町
）

〔
対
象
〕
県
内
に
住
む
母
子
家
庭
の

母
親
や
寡
婦
で
、
求
職
中
ま
た
は
働

い
て
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た

い
人

〔
内
容
〕
経
理
の
基
礎
知
識
を
学
び
、

11
月
20
日
（日）
の
日
商
簿
記
検
定
３
級

試
験
の
合
格
を
め
ざ
し
ま
す
。

〔
受
講
料
〕
無
料

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
１
，
７
０
０

円
、
検
定
料
２
，
５
０
０
円
が
必
要

〔
定
員
〕
15
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
）

〔
託
児
〕
あ
り
（
無
料
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要

〔
申
込
み
〕
受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
８
月
10
日
（水）
ま
で
に

同
セ
ン
タ
ー
就
業
相
談
窓
口
（
久
留

米
市
日
吉
町
）
に
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ク
ス
・
郵
便
・
電
話
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
合
せ
〕
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
32
１
１

４
０
）

〔
と
き
〕
９
月
３
日
（土）
、
４
日
（日）
、
10

日
（土）
、
11
日
（日）
、
17
日
（土）
の
午
前
９

時
半
〜
午
後
０
時
半

〔
と
こ
ろ
〕
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

〔
対
象
〕
県
内
に
住
む
母
子
家
庭
の

母
親
や
寡
婦
で
、
求
職
中
ま
た
は
働

い
て
い
て
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た

い
人

〔
内
容
〕　

ワ
ー
ド
２
０
０
７
と
エ
ク

セ
ル
２
０
０
７
の
基
礎
講
習

〔
受
講
料
〕
無
料

※
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
２
，
１
０
０

円
が
必
要

〔
定
員
〕
15
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
）

〔
託
児
〕
あ
り
（
無
料
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要

〔
申
込
み
〕
受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
８
月
19
日
（金）
ま
で
に

同
セ
ン
タ
ー
就
業
相
談
窓
口
に
直
接

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
フ
ァ
ク
ス
・
郵
便
・
電
話
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
合
せ
〕
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
32
１
１

４
０
）

〔とき〕7月 23日（土）17:00～ 21:00
〔ところ〕羽犬塚駅前中央商店街

〔参加費〕無料
〔申込み〕①②どちらも整理券を事前に商店街で配布
します。
〔問合せ〕同商店街振興組合・藤吉（☎52-2351）
※ 7月はちっご三土市が第4土曜日の23日に行わ
れ、ふれあいナイト市と同時開催となります。

〔内容〕子ども向けイベント
①液体窒素実験
液体窒素で花を凍らせたり、ジュースで
シャーベットを作って食べたりしよう！
②夏休み親子科学工作教室
カタカタキツツキの工作、光のマジック

▼
講
座
・
講
演
会
▲

県
青
少
年
囲
碁
大
会

県
青
少
年
囲
碁
大
会
実
行
委
員
会

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

（社）
県
危
険
物
安
全
協
会

母
子
家
庭
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

久
留
米
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

母
子
家
庭
簿
記
３
級
講
座

久
留
米
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

資
料
館
学
芸
員
養
成
講
座

社
会
教
育
課

ふれあいナイト市

▶
カ
タ
カ
タ
キ
ツ
ツ
キ

子ども向けイベント参加者募集
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▲商品券を求めて、たくさんの人が訪れました。

第20回下妻小学校ドロリンピック

売り上げグ～ンとアップ！

すずめ湯リニューアルオープン

ちっごプレミアム商品券発売

表紙から

もう入りましたか？

夏野菜カレー

▶豚肉…240ｇ
▶タマネギ…中2個
▶カボチャ…200g
▶トマト…1個
▶長ナス…1個
▶ピーマン… 1個
▶ニンニク…1片
▶ショウガ…1片
▶カレールウ…140g
▶ウスターソース…
　小さじ1
▶サラダ油…適量
▶カレー粉…少々
▶水…800cc

①タマネギはスライスし、カボチャは一口大
にします。トマトは湯むきして角切りに、ピー
マンは2㎝の角切りにします。長ナスは厚さ1
㎝の半月切りにします。
②ニンニクとショウガをおろしておきます。
③鍋でサラダ油を熱し、ニンニクとショウガ
を入れて香りを出し、タマネギを加えて色が
つくまで炒めます。
④豚肉を加え、カレー粉を振り入れ、表面の色
が変わったら、トマトと長ナスを加え、さらに
炒めます。水を加えて沸騰させ、あくをすくいま
す。カボチャ、ピーマンの順で加え、煮込みます。
⑤カボチャに火が通ったら、カレールウ、ウ
スターソースを加え、味を調えます。

　学校給食の献立を、
家庭向けにアレンジし
たレシピを紹介します。
　市の学校給食では、
市内で生産された食
材を使う「ちっごの日」
を設けて、地産地消に
取り組んでいます。

家庭で楽しむ

給食の味

夏の太陽をいっぱい浴びた夏
野菜を使ったカレーです。夏
野菜をたくさん食べて、暑い夏
を元気に過ごしましょう。
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　市内 284 の登録店舗で使える「ちっごプレミアム商品
券」が 7月１日に発売されました。
　市内商店の活性化をねらい、筑後ふるさとブランド館な
どで、1冊 1万円で販売されているこの券は、1万 1,000
円分の商品券（500円券× 12枚）が綴られています。全
部で 1万セットを販売する予定です。
　発売初日、ふるさとブランド館へ購入しに訪れた、近本
可幸さん（北長田）は、「6年間愛用した炊飯器の調子が
悪いので、今回この商品券で新調したい」と笑顔で語りま
した。

　船小屋鉱泉を使った入浴施設「すずめ
湯」の脱衣所増築工事が完成し、7月1
日にリニューアルオープンしました。
　すずめ湯は、週末などは県内外から入
浴客が訪れ、順番待ちが出来るほどの人気ぶり。多くの利用者から
「脱衣所を広くしてほしい」との要望を受け、市の補助をもとに市観
光協会が増築工事を行いました。これにより、男女で約 6畳分だっ
た脱衣所が約10畳となり、各2人分の脱衣棚が増えました。
　同温泉協会の樋口真大さんは「10月にオープンする温泉施設（恋ぼ
たる）との相乗効果で、さらに賑

にぎ

わってほしい」と期待を寄せていました。▲広くなり新しくなった脱衣所（右）

　ドロリンピックは、児童が土や地域の人とふれあうことな
どを目的に、毎年行われています。
  「どろんこフラッグ」で、児童たちが、標的の旗に向かっ
て走り一直線にダイビング。旗をとった児童は、旗を高々と
突き上げて喜んでいました。また、そりを引っ張ってリレー
する「どろんこそりリレー」では、バランスを崩して転倒す
る児童も出るなど大苦戦。全身泥だらけで楽しんでいました。
そして、競技の後には、みんなで田植えも体験しました。
　参加した5年生の久保田陽紀さんは、「足が田んぼに吸い
込まれそうになりました」とはにかみました。

１人分…430kcal（ルウのみ）

▲とった旗を、笑顔で先生に渡しました。

【材料】（4人分） 【作り方】


